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新文書（Suleimaniyah Museum T.1447 = SB Gilg. V MS ff）の粘土板（写
真）とアル・ラーウィによるハンドコピー（上段が表面、下段が裏面）。11 x 
9.5 x 3 cm。出典：Al-Rawi/George 2014, 87–90。表面の左側の第 1 欄
に 1–46 行が残り、その右隣の第 2 欄に 61–103 行が残る。さらに右には
第 3 欄があったが欠損している。縦方向に粘土板を回転させて裏面を出すと、

































13 糸杉［の…］は 3 分の 2 ベールにわたって続いていた。
14 杉は 60 キュービットの高さ［まで］（樹液の）塊をつけていた。
15 樹液は流れ出て雨のように降り注いでいた。










































1–13: 最初の 13 行はこれまで知られていた第 5 書板のテクスト H1（こ
れまでの H、注 2 参照）1–12 と同じであることがわかる（George 2003, 
603–605）。すなわち N 13 が H1 12 にあたる。しかし H1 12 は半分ほどの
欠損があり、H1 13–15 には解読可能な文字がほとんど残っていない。そし
て H1 16 以降は欠損している。しかし 30 行以降はテクスト H2（これまでの







たかも王侯のようにかしずかれている（Al-Rawi/George 2014, 74 参照）。3）
この箇所においてフンババは決して下等でも野蛮でもなく、驚嘆すべき豊な
森で、「文化的」に、尊重されて暮らしていることが示されている。
12: 1 ベールは 2 時間で歩ける距離をさすが、ここでは約 6 キロメートル
と解する。





オロギ」とされる。ジョージは「セミ」zizānu を “cicada” ではなく “tree 
cricket” と訳す。Al-Rawi/George 2014, 84 参照。
29–30: 「苦しむ義人の詩」として伝わる作品に並行箇所がある（Lambert 









































































































































エンリルの「天命」を犯すことに罪悪感があった。N 265–272（＝第 5 書
板のテクスト dd 181–189//dd 240–245, George 2003, 610–613）には次























































































1） ここで「新文書」（Suleimaniyah Museum T.1447）とされるものは、イラクのス
レイマニア博物館（クルディスタンに位置する）に所蔵されていた粘土板であり、




2） 新文書の発見に伴って、これまで第 4 書板の最後の部分（第 5–6 欄）を記すとさ
れていたテクスト AA（K 8591）が、正しくは第 5 書板の第 1–2 欄を記している
ことが判明した。これについては長い論争があったが、決着がついたということ
である（Al-Rawi/George 2014, 69–72）。そして第 5 書板の第 1–2 欄の上部を残
しているテクスト（H）と同じ粘土板の下の部分とされた。両者は直接接合しない
が、MS H1 (+) H2（これまでの H と AA）として新たに同じページに正しい欄数
と行数を付記して掲載されている（Al-Rawi/George 2014, 73）。
3） “The most interesting addition to knowledge provided by the new source is 
the continuation of the description of the Cedar Forest, one of the very few 
episodes in Babylonian narrative poetry when attention is paid to landscape. 
The cedars drip their aromatic sap in cascades (ll. 12–16), a trope that gains 
power from cedar incense’s position in Babylonia as a rare luxury imported 
from afar. The abundance of exotic and costly materials in fabulous lands is 
a common literary motif. Perhaps more surprising is the revelation that the 
Cedar Forest was, in the Babylonian literary imagination, a dense jungle in-
habited by exotic and noisy fauna (17–26). The chatter of monkeys, chorus 
of cicada, and squawking of many kinds of birds formed a symphony (or 
cacophony) that daily entertained the forest’s guardian, Ḫumbaba. The pas-
sage gives a context for the simile “like musicians” that occurs in very broken 
context in the Hittite version’s description of Gilgameš and Enkidu’s arrival at 
the Cedar Forest. Ḫumbaba’s jungle orchestra evokes those images found in 
ancient Near Eastern art, of animals playing musical instruments. Ḫumbaba 
emerges not as a barbarian ogre and but as a foreign ruler entertained with 
music at court in the manner of Babylonian kings, but music of a more exotic 





ある、なる」と解釈されている。CAD Š1, 1989, p.406; CAD .T, 2006, pp.95-96
参照。「アーピル」（āpilu）については、CAD A2, 1968, p.170 参照。しかし、こ
れらの事柄をシャーマンのトランス状態についての研究と結びつけることは今後の
課題である。
5） H2 のテクストは上述したように第 4 書板に属するテクスト AA とされていたため
に、この 4 行の翻字と英訳も IV 245–248（George 2003, 600–601）にある。
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